


私
た
ち
は
知
ら
ん
と
あ
か
ん

　
　
―
戦
争
の
中
で
生
き
た

　
　
　
　
　
青
い
目
の
人
形
物
語
―

特
集

　なぜ、日米関係を良好にするためにギューリック博士は人形
を贈ったのでしょうか。
　ギューリック博士は、「世界の平和は子どもたちから広がる。
子どもたちこそ平和の象徴。」と願いを込め、日本でひな祭りが
行われる３月に合わせて、人形を贈ったのです。
　博士はアメリカの人々に「友情人形計画」を呼びかけ、賛同し
た270万人もの人たちが資金を出し合い、人形を用意しまし
た。
　人形が贈られた日本各地の学校では、ひな人
形と一緒に並べて歓迎会を開いたそうです。
　『フレンドシップ・ドール』と名づけられた人
形には、アメリカの人たちの平和と友好の願いが
込められていました。
　
　

なぜ人形だったの？

シドニー・ルイス
・ギューリック博士

人形を手に持つ渋沢栄一
　　　（渋沢史料館提供）

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士
と
渋
沢
栄
一
が
繋
い
だ

友
好

　

１
８
８
０
年
代
か
ら
１
９
２
０
年
代
に
か
け
、
ア

メ
リ
カ
で
日
本
人
を
敵
視
し
た
移
民
排
斥
運
動
が
起

こ
り
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
国
と
国
の
関
係
を
元
に
戻
し
た
い
と
、
一

人
の
ア
メ
リ
カ
人「
シ
ド
ニ
ー
・
ル
イ
ス
・
ギ
ュ
ー

リ
ッ
ク
博
士
」が
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
人
形
を
贈

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士
と
日
本
の
橋
渡
し
を

担
っ
た
の
が
、
あ
の
有
名
な
実
業
家「
渋
沢
栄
一
」

だ
っ
た
の
で
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
、
１
２
，７
３
９
体
の

人
形
が
日
本
へ

　

１
９
２
７
年（
昭
和
２
年
）３
月
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

日
本
へ
、
１
２
，７
３
９
体
の
人
形
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
形
に
は
、
１
体
１
体
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
た
せ
、

乗
船
券
を
買
い
、
一
人
の
人
と
し
て
、
命
と
意
志
を

持
つ
存
在
と
し
て
日
本
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

青
い
目
に
色
と
り
ど
り
の
手
作
り
の
ド
レ
ス
を
着
た

人
形
は
、
渋
沢
栄
一
か
ら
文
部
省（
現
在
の
文
部
科
学

省
）を
通
じ
て
、
全
国
の
小
学
校
へ
と
配
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
く

槍
で
突
か
れ
、手
足
を
引
き
ち
ぎ
ら
れ

　

青
い
目
の
人
形
が
日
本
へ
来
た
の
は
昭
和
２

年
。
そ
の
14
年
後
に
、
第
２
次
世
界
大
戦
が
始

ま
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
人
形
た
ち
は
、
憎
い
敵

国
の
人
形
と
し
て
、
槍
で
突
か
れ
た
り
、
手
足

を
引
き
ち
ぎ
ら
れ
た
り
し
て
、
次
々
と
処
分
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　　

そ
ん
な
中
、
戦
争
を
乗
り
越
え
て
残
さ
れ
た

人
形
た
ち
が
い
ま
し
た
。「
人
形
に
罪
は
な
い
」

と
い
う
心
優
し
く
強
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
隠

さ
れ
、
守
ら
れ
た
の
で
す
。

　

現
在
、
残
さ
れ
て
い
る
人
形
の
数
は
、
全
国

で
３
４
１
体
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
を
願

い
、
命
を
か
け
て
人
形
を
守
っ
た
人
た
ち
の
思

い
は
、
今
も
人
形
た
ち
の
中
で
生
き
続
け
て
い

ま
す
。

戦
争
を
乗
り
越
え
た
３
４
１
体
の

人
形
た
ち

中
町
中
学
校
で

国
際
交
流
が
始
ま
る

ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
と
中
町
の
つ
な
が
り

２
代
目
メ
リ
ー
来
校

　

青
い
目
の
人
形
の
来
日
か
ら
65
年
後
|

　

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）、
旧
中
町
で
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
あ
る

町
、
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
と
の
国
際
交
流
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
、
国
際
交
流
を
担
当
し
た
の
が
、

中
町
中
学
校
で
英
語
の
教
師
を
務
め
て
い
た

村
井
正
人
先
生
で
し
た
。

　

村
井
先
生
は
、
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
の
生
徒
た

ち
に
中
町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

生
徒
の
家
族
に
多
可
町
の
歴
史
の
聞
き
取
り

を
課
題
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。

　

生
徒
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
聞
い
た
話
に
、
中
町
南
小
学
校
に
贈
ら

れ
た
青
い
目
の
人
形「
メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
」の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
井
先
生
は
、
中
町
南
小
学
校
に
行
き
、

資
料
を
調
べ
る
中
で
、
昭
和
２
年
に
撮
影
さ

れ
た
１
枚
の
写
真
を
見
つ
け
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
日
本
人
形
と
と
も
に
飾
ら
れ

歓
迎
を
受
け
る
メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
が
写
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

村
井
先
生
と
生
徒
た
ち
は
、
聞
き
取
り
し

た
メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
の
話
を
英
語
に
訳
し
、『
中

町
発
世
界
へ
』と
い
う
１
冊
の
冊
子
を
制
作

し
て
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
の
学
校
へ
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
通
し
て
青
い
目
の
人
形
の
話
を

知
っ
た
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
の
校
長
先
生
が
深
く

感
銘
を
受
け
、
中
町
南
小
学
校
に
第
２
の
メ

リ
ー
ち
ゃ
ん
を
贈
る
こ
と
を
計
画
。

　

そ
し
て
平
成
７
年
１
月
27
日
、
中
町
南
小

学
校
に
２
代
目
メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
き

た
の
で
す
。

　

中
町
南
小
学
校
の
足
立
德
昭
校
長
は
、
当

時
の
記
録
を
見
な
が
ら
、「
校
長
室
に
飾
る

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
に

し
っ
か
り
事
実
を
伝
え
な
け
れ
ば
」と
話
し

ま
す
。

　メリーちゃんを箱から抱き起した瞬間は今でも
はっきりと覚えています。
　閉じていた目が、ぱちっと開いたんです。その
感動は忘れられません。歓迎会には、昭和2年の
時と同じように、ひな壇を用意して、子どもたち
が人形を持ち寄り、飾りつけをしました。
　今、ウクライナとロシアの戦争のニュースを見
ながら、子どもたちが大きくなった時に、世の中
がどうなっているのかととても心配です。メリー
ちゃんが贈られたことの意味、そして当たり前の
ことが当たり前にでき
る日常がどれだけ大切
かを、改めて伝えてい
きたいと思います。

藤賀幸子さん

2代目メリーちゃんの
箱を開けた

（当時 中町南小学校勤務）

子どもたちに伝えたい
平和の大切さ

▲中町南小学校に残されていた歓迎会の写真（昭和２年３月１４日撮影）

▶２代目メリーちゃん歓迎会
　の様子

▶日本に贈られた青い目の人形（参考資料）

▼人形に添えられたパスポート
　　　　　　　　（参考資料）

▲沿革誌で歴史を振り
　返る足立校長

こ
ん
に
ち
は

私
の
名
前
は
、「
２
代
目
メ
リ
ー（
愛
称
）」

で
す
。

私
は
今
、中
町
南
小
学
校
に
い
る
の
。

私
が
ど
う
し
て
多
可
町
に
き
た
の
か
、

な
ぜ
２
代
目
な
の
か
、こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

に
お
話
し
す
る
ね
。
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人
と
人
が
つ
な
が
り
歴
史
は
再
び
動
き
始
め
る

渋
沢
栄一が
つ
な
い
だ
縁

　

多
可
町
地
域
共
生
推
進
協
議
会
で
は
、
昨

年
度
か
ら『
健
康
寿
命
の
延
伸
』を
テ
ー
マ
に

多
可
学
園
で
出
前
講
座
を
開
催
し
て
お
り
、

会
長
を
務
め
る
小
嶋
明
さ
ん
は
、
91
歳
で
亡

く
な
る
ま
で
生
涯
現
役
を
貫
い
た『
渋
沢
栄

一
』に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　

調
べ
を
進
め
る
中
で
、
渋
沢
栄
一
が
外
国

の
人
形
を
抱
い
て
い
る
写
真
を
見
つ
け
ま
し

た
。

「
な
ぜ
、
人
形
を
抱
い
て
い
る
の
か
」

　

そ
の
疑
問
を
調
べ
る
中
で
小
嶋
さ
ん
が
思

い
出
し
た
の
が
、『
中
町
発
世
界
へ
』の
中
に

記
さ
れ
て
い
た
青
い
目
の
人
形
の
写
真
で
し

た
。

　

青
い
目
の
人
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
小
嶋
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
中
町
南
小
学
校

へ
足
を
運
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の

が
、
た
ま
た
ま
令
和
３
年
度
か
ら
中
町
南
小

学
校
で
英
語
の
臨
時
教
師
と
し
て
勤
め
て
い

た
村
井
先
生
だ
っ
た
の
で
す
。

　不思議なつながりの連続です。
　初代メリーちゃんが多可町に来ていて、２代目
メリーちゃんが、国際交流の中でやって来た。
すべての出来事には意味があってつながっています。
　ウクライナとロシアの戦争のことがあり、今ま
で以上に戦争が身近なものになってきたとたくさ
んの人が感じていると思います。
　メリーちゃんと多可町の縁をもっと早く知りた
かった！とも思いましたが、このタイミングで巡
り合ったことに大きな意味があるように感じてい
ます。
　先人が命をかけて残し
た真実。これをいかにし
て伝え残すか。
　今こそ、平和の意味、
大切さを伝えていかなけ
ればいけません。
　

代表　小嶋　明さん
青い目の人形プロジェクト

こんな時代だからこそ
つながった

　２代目メリーちゃんを贈ってくださったミドル
タウンの校長先生が言われた言葉があります。
「友情、平和は永遠のものではない。でも、子ど
もたちに未来を残してあげたい。
　今日は、“West　meet　East”大きな記念日だ。」
　当時、人と人との交流の中で、初代メリーちゃ
んが贈られたにもかかわらず、戦争は起こってし
まった。子どもに夢を託し、平和を願った人たち
の想いに関係なく、争いは起こってしまいます。
今、ウクライナで起こっていることもまたそうです。
　でも、こんな伝えにくい時代だからこそ、伝え
ていかないといけないと感じています。
　メリーちゃんのお話を伝える
ことは、平和を伝え残すこ
とにつながると信じてい
ます。

村井正人さん

国際交流を通じて
メリーちゃんの話を
伝えた

（当時 中町中学校勤務）

悲しい戦争を
繰り返さないために

青
い
目
の
人
形
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

中
町
南
小
学
校
で
の
メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
の
話

を
き
っ
か
け
に
、
青
い
目
の
人
形
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
は
町
内
の
小
学
校
な
ど
で
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
町
北
小
学
校
の
沿
革
誌

に
、
昭
和
２
年
４
月
11
日「
ア
メ
リ
カ
人
形

歓
迎
会
を
兼
ね
て
お
雛
祭
り
を
行
う
」と
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
26
年
頃
ま
で
中
町
内
の
小

学
校
に
人
形
が
残
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
戦
禍
の
中
で
守
ら
れ
、

大
切
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
証
明
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
松
井
小
学
校
の
沿
革
誌
に
も
、
同
年

４
月
30
日「
ア
メ
リ
カ
人
形
来
る
」と
あ
り
、

さ
ら
に
５
月
10
日
に
は
、
老
人
会
開
催
に
併

せ
て
ア
メ
リ
カ
人
形
歓
迎
会
を
行
っ
た
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
脇
小
学
校
の
沿
革
誌
に
も
、
同

年
４
月
３
日
に「
ア
メ
リ
カ
人
形
の
歓
迎
会

を
兼
ね
て
雛
祭
り
を
行
っ
た
」と
記
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。

多
可
郡
に
贈
ら
れ
た
人
形
の
記
録

　人が出会うときは、約束の時間のようにして出会うんです。
　一生懸命関わっていると、ふっと大きな流れに出会う。多可町と
の出会いもそうです。1995年､町と町との交流の中で２代目メリー
ちゃんが贈られたことは、きっと日本で多可町だけです。
　メリーちゃんは、平和・友情の大切さと戦争の愚かさを伝えてく
れています。フレンドシップの心は95年
経った今も変わりません。人形は、抱っこ
されることで人の心に入ってきます。ぜ
ひ、これからたくさん抱っこしてあげてく
ださい。そして、人形に託された思いを受
け継いでください。
　

西村恭子さん

平和を願う心はいつの時代も同じ
人の想いは確実につながっている

３
月
６
日
、フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　確か昭和26年、小学３年生の時に、学芸
会でおもちゃのマーチを踊ったんです。その
とき、私は青い目の人形役で舞台に立ちまし
た。
「青い目をしたお人形は　アメリカ生まれの
　セルロイド…
　私は言葉がわからない　迷子になったらな
　んとしよう」
　家でもずっと練習したもんですから、今で
もはっきり覚えています。今、ウクライナの
ニュースを見ていると、とても悔しい。みん
な幸せになってほしいと心から思います。

学芸会でメリーちゃんの役を
歌って踊った記憶

　フォーラムに参加した中町南小学校出身のK
さんは、当時歌った歌を鮮明に覚えておられま
した。その歌は、野口雨情作の「青い目の人形」
です。終戦から数年が経ち、この歌を歌えるま
でに、世の中が少し落ち
着いてきていたのでしょ
う、とKさんは話されて
いました。

　

青
い
目
の
人
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、「
青
い
目
の
人
形
メ
リ
ー
の
旅
」の
著
者

で
あ
る
西
村
恭
子
さ
ん
を
招
き
、「
青
い
目

の
人
形
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
嶋
さ
ん
は
、
共
通
の
知
人
を
通
し
て
知

り
合
っ
た
西
村
さ
ん
と
と
も
に
中
町
南
小
学

校
へ
出
向
き
、
２
代
目
メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
西
村
さ
ん
は
、「
現
存
す
る
当

時
の
資
料
が
と
て
も
貴
重
で
あ
る
。」と
感
銘

を
受
け
ら
れ
、
多
可
町
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
が
実
現
し
た
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
青
い
目
の
人
形
か
ら

つ
な
が
っ
た
町

内
外
の
人
が
集

ま
り
、
平
和
の

大
切
さ
と
、
次

代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
の
重
要

さ
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

　

▲中町北小学校の沿革
誌（当時中村第二尋常高
等小学校）

▲播磨町に残されていた
　メリーちゃん

▶野口雨情の童謡（大正10年）
　　　　　　　（参考資料）

▲小嶋さん作

兵庫県生まれ。放送局、編
集記者などを経てフリーに。
　兵庫県内に残された11体
の青い目の人形とア
メリカに贈られた「ミ
ス兵庫」に焦点をあ
て、播磨町から平和
大使の任命を受けた
メリーとともに辿る
「青い目の人形メリー
の旅」を発行。

安平勝利さん
那珂ふれあい館
　　館長

メリーちゃんが持つ意味を
しっかり心に刻み、伝える

　ほんの95年前、希望ある次世代の平和を願ったプロジェク
トが行われました。
　しかしその後、大きく、急激な社会変革の中、人々の意識や
生活スタイルも変化し、このプロジェクトの持つ意味は忘れ去
られつつあります。「平和」や「多文化共生」が改めて問われてい
る現在、こうした歴史を語り継ぎ、次世代へ繋いでいくことの
意味をしっかりかみしめて未来を見据えていくことが、今を生
きる人々の責務なのではないでしょうか。

青
い
目
の
人
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

教
育
総
務
課
、
生
涯
学
習
課
、
多
可
町
図

書
館
、
那
珂
ふ
れ
あ
い
館
、
中
町
南
小
学
校
、

地
域
共
生
推
進
協
議
会
で
構
成
。

　

平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
青
い
目
の

人
形
の
意
味
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
多

可
町
内
で
の
青
い
目
の
人
形
の
事
実
を
未
来

へ
継
承
し
、
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、
活
動

を
行
う
。

▶「中町発世界へ」
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多
可
町
播
州
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
の
定
期
公
演
が
２
月
20
日
に
開
催
決
定
！

　

そ
ん
な
明
る
い
話
題
は
、
伝
統
芸
能
に
希
望
の
光
を
照
ら
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
再
流
行
で
、
２
年
ぶ
り
の
公
演
は
無
観
客
に
。
た
か
テ
レ
ビ
で
の

収
録
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
配
信
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。

「
無
観
客
で
も
舞
台
に
立
て
る
。
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。」

　

役
者
た
ち
は
懸
命
に
稽
古
を
続
け
、
念
願
の
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

演じた
い！

歌
舞
伎
役
者
た
ち
が
す
べ
て
を
懸
け
た

２
年
ぶ
り
定
期
公
演

ク
ラ
ブ
を
支
え
る
中
学
生
役
者
た
ち

弁慶の妻おわさ役
　内藤 悠菜さん

弁慶の娘しのぶ役
　内田 結菜さん

　初めての大役で、かなり不安でし
た。
　コロナ禍の中で、仕事・家庭・稽古
の両立は大変でしたが、支えてくれ
た家族のおかげでやりきることがで
きました。歌舞伎を始めて20年余
り。辞めたいと思うこともあります
が、公演するたびにやっぱりがんば
ろうと思える魅力があります。

　クラブ員としては初舞台。死ぬ役と
いうことでとても難しかったです。死
に際のしんどそうなところ、お母さん
と別れる悲しみなどを表現できるよ
うに意識しました。
　最後まで本当に楽しかったです。

　

２
年
ぶ
り
の
公
演
。
い
い
舞
台
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
、
自
分
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
し
ん

ど
か
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
稽
古
も
や
り

に
く
い
、
リ
モ
ー
ト
で
の
練
習
や
、

時
間
短
縮
、
感
染
対
策
な
ど
、
本
当

に
大
変
で
し
た
。

　

昨
年
、
公
演
が
中
止
に
な
っ
て
、

そ
こ
か
ら
の
一
年
間
が
本
当
に
辛

か
っ
た
で
す
ね
。

　

今
年
度
は
、
カ
ブ
キ
ッ
ズ
の
延
長

で
中
学
生
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
本
当
に
歌
舞
伎
が
大
好
き

で
来
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
頼
も
し
い

し
、
私
た
ち
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
子
た
ち
を
舞
台
に
立
た
せ

て
あ
げ
た
い
、
お
客
さ
ん
の
前
で
演

じ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
。
そ
れ

が
原
動
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
黒
衣
に
徹
し
た
ん
で
す
が
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
緊
張
し
ま
し
た
。
役

者
は
自
分
の
役
だ
け
に
集
中
し
て
い

た
ら
い
い
部
分
が
あ
る
け
ど
、
黒
衣

は
全
部
の
流
れ
を
把
握
し
て
先
に
動

か
な
い
と
い
け
な
い
。
実
は
一
番
大

変
な
ん
で
す
。

　

中
村
和
歌
若
師
匠
は
、
本
当
に
す

ご
か
っ
た
な
と
改
め
て
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
も
、
黒
衣
の
衣
装
で
舞

台
の
袖
に
待
機
し
て
く
れ
て
い
た
。

　

師
匠
が
亡
く
な
っ
て
７
年
。
ど
ん

ど
ん
不
安
に
な
る
ん
で
す
。
本
当
に

こ
の
振
り
付
け
で
合
っ
て
い
る
の

か
、
化
粧
は
大
丈
夫
か
。
私
た
ち
は

本
当
に
残
せ
て
る
の
か
な
、
播
州
歌

舞
伎
を
名
乗
っ
て
も
い
い
の
か
な
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
師
匠
に
聞

き
た
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。

　

で
も
、
止
ま
れ
ば
伝
統
は
消
え
て

し
ま
う
か
ら
、
や
る
し
か
な
い
。

多可町播州歌舞伎クラブ
　代表　山根 加織さん

師匠、天国から怒ってないかな。
しっかりしろって（笑）。

　

多
可
町
播
州
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー

は
中
学
生
の
役
者
た
ち
。

　

勉
強
、
部
活
、
稽
古
、
全
て
に
全
力
投
球
で
き
る

パ
ワ
ー
は
さ
す
が
10
代
。

　

公
演
当
日
も
テ
ス
ト
直
前
と
い
う
こ
と
で
、
待
ち

時
間
は
テ
ス
ト
勉
強
に
全
集
中
。

　

先
輩
た
ち
に
混
ざ
っ
て
、

堂
々
と
し
た
演
技
や
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
、
公
演
後
の
片
付
け
も

積
極
的
に
手
伝
い
ま
し
た
。

　

歌舞伎が好き！
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ここに注目しながら
見て欲しい！口上（こうじょう）

歌舞伎の最初に必ずある挨拶を口上と言い
ます。播州歌舞伎の口上は、地歌舞伎ならで
はのクスッと笑ってしまう遊びのある口上で
す。ぜひじっくり聞いてみてください。

中村和歌若師匠のまねき
役者の名前を書いた札を「まねき」と言いま
す。播州歌舞伎クラブのまねきには、必ず中
村和歌若師匠の名前があります。

黒衣（くろこ）
黒衣は、役者の所作を補助したり、小道具を
役者に渡したり、舞台から下げたりとまさに
縁の下の力持ちです。中学生ががんばりま
した。

間違い探し！

華やかな衣装
今回の舞台の見所のひとつはなんと言って
も衣装の艶やかさ。色鮮やかな女性陣の衣
装は特に必見！
着付け担当さんのこだわり抜いた細やかな
気配りも役者の存在を引き立てています。

手作りの舞台
播州歌舞伎の舞台は、スタッ
フが１から手作りした大道具
ばかり。公演のたびに、職人
さながらの立て付け工事を
行います。
今回は花道もばっちり！

時刻表をご確認ください！
　令和４年４月～路線バスダイヤ改正のお知らせ

問合先　企画秘書課　☎(32)2381

Point
1

Point
2

Point
3

神姫バス大和線が変わります！

神姫グリーンバス
中八千代線・大和線が変わります！

神姫グリーンバス
中黒田線の運行ルートが変わります！

大和～アスティアかさい（大和線）

八千代小学校前～アスティアかさい・
イオンモール加西北条（八千代加西線）

・大和発は、すべて中区（多可高校口・鍛
　冶屋）へ運行
・多可高校口・鍛冶屋発は大和へ運行
（１便は大屋行・１便は八千代小学校行）

・県道ルートを廃止し、全便中安田～東安
　田集落内で運行します。
・中安田バス停は、中黒田線が公民館北側、
　加美中線が公民館西側となります。

フリー乗降制度のご案内

次の区間は、バス停以外でも乗降できます。
■コミバス　
　　西脇直行　牧野北～鍛冶屋郵便局
■路線バス
　　中八千代線　大和～住宅前（下三原）
　　中黒田線　　中安田～東安田公民館

乗車時　運行ルートで手を挙げて、乗務員に合図
　　　　してください。
降車時　早めに降車ボタンを押して、乗務員に申
　　　　し出てください。

（お願い）
　朝の通学時間帯は、ダイヤの乱れ（遅延）を避け
るため、フリー乗降区間でもバス停をご利用くだ
さい。

乗り継ぎ割引制度のご案内
多可町乗車ICカードを利用して、60分以内（降車
から次の乗車まで）に乗り継いだ場合、２乗車目
は無料（町内移動の場合）となります。
例）　１乗車目　町内利用100円
　　　　 →２乗車目　町内利用０円
　　 １乗車目　町内利用100円
　　　　 →２乗車目　西脇市まで200円

通学定期券のご案内
便利でお得！

種類
１カ月
３カ月
６カ月
１年
１学期
２学期
３学期

多可町内
3,600円
10,260円
19,440円
28,800円
11,700円
13,140円
9,240円

多可町　西脇市
10,800円
30,780円
58,320円
86,400円
35,100円
39,420円
27,720円

→→ 多可町　加東市
14,400円
41,040円
77,760円
115,200円
46,800円
52,560円
36,960円

→→

高校の通学には、便利でお得な通学定期をご購入ください。
※乗り越し精算時は、均一料金が適用されず、正規運賃に
　なります。

大人料金の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　

改正点

巡回バス廃止
タクシー利用助成券

令和４年度

■対　象
　最寄りのバス停から５００ｍ以上離れ
　た場所に居住する世帯
■助成内容
　１２,０００円分（500円×24枚）のタク
　シー利用助成券
■負担額
　１世帯あたり１,０００円
■申込先
　企画秘書課、加美プラザ、八千代プラザ
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■問合先　神姫バス西脇案内所　☎(22)2703
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西脇市多可郡医師会、西脇市多可郡薬剤師会、
在宅保健師・看護師、各集落の区長・民生委員・児童委員、
中・加美ライオンズクラブ、多可町商工会　ほか

期間中、集団接種にお越しいただいた人数
　　　　　  7,6７０人(町外の方除く）
集団接種にご協力いただいた皆さん

　４月から、協力医療機関での個別接種を開始します。
　医療機関により、対象者などが異なりますのでご注意
ください。
　最新の情報は、町ホームページをご覧いただくか、
コールセンターにお問い合わせください。

■追加（３回目）接種
　　１２,１２３人　６０．２％
■初回（１回目）接種　１６,７８７人　８３．３％
■初回（２回目）接種　１６,６８６人　８２．８％
※接種率は、R３.1.1時点の住民基本台帳の数を分
　母に算出

現在のワクチン接種状況（３月２１日終了時点）

４月以降のワクチン接種について

４月から新規対象になる人の接種券送付予定

【追加接種の接種券】
　■５月に追加接種の対象になる人
　　　（２回目接種を11月に終えた人）

　　　　　　　４月下旬に送付予定
　■４月に満18歳を迎える人で、２回目接種から
　　６カ月が経過している人

　　　　　　　５月初旬に送付予定

　この他にも、たくさんの方のご協力で多くの皆さんに
接種していただくことができました。
　本当にありがとうございました。

個別接種医療機関の
最新情報はこちら

【小児（５歳～11歳）接種の接種券】
　■４月に満５歳の誕生日を迎える人

　　　　　　　５月初旬に送付予定

小児（５～11歳）接種

Q&A

※４月以降は、月１回のペースで各新規対象者
　に発送します。
※新型コロナウイルスに関する最新情報は、
　町ホームページでご確認いただけます。

多可町HP

多可町コールセンター
　☎（32）5670
（平日 午前9時～午後5時）

べビサポ
■問合先　こども未来課　☎（32）２３８５

産前産後ヘルパー派遣事業

パパ・ママ・ベビーのお助け隊 べビサポ 始まります！

■対　象
　母子健康手帳の交付を受けた日から産後おお
むね１年以内の妊産婦など
　※多可町に住民票がある人
　※育児や家事が困難で、同居の家族やその他の人か
　　ら日中に家事育児の援助を受けられない人
■費　用
　１回あたり500円
　※生活保護世帯・町民税非課税世帯は無料
■派遣時間
　１回あたり２時間以内（1日２回まで）
　（利用可能時間：平日　午前10時～午後3時）

■サービス内容
【育児に関すること】
　・沐浴
　・授乳や離乳食の補助
　・おむつ交換
　・他の兄姉の育児援助　など
【家事に関すること】
　・調理
　・衣類の洗濯
　・居室の掃除
　・生活必需品の買い物　など

　産前産後で育児や家事が困難な家庭に、ヘルパーを派遣して
育児や家事のお手伝いをします。

利用の流れ

「多可町産前産後ヘルパー派遣事業利用申請書」を提出
　※こども未来課窓口で申請書を提出するか、ホームページ
　　からも申し込みができます。
　※ヘルパー派遣の都合上、利用日から14日前までに申し込
　　んでください。
　　急な申し込みの場合、希望に添えない場合があります。

社会福祉協議会ヘルパーステーションと派遣の調整
　※こども未来課担当者が、派遣の調整を行います。

「多可町産前産後ヘルパー派遣事業利用決定・却下通知
書」の送付
　※ヘルパー派遣が決定次第、通知書を送付します。

利用日にヘルパーが訪問
　※ヘルパーに支援内容を伝えてください。

利用料の請求・支払い
　※ヘルパー派遣終了後、１カ月分をまとめて請求書を送付
　　します。
　　多可町役場会計課、加美プラザ、八千代プラザ、または
　　指定金融機関でお支払いください。

①

②

③

④

⑤

［注意事項］
・保護者が在宅の状態での支援になり
　ます。留守番や子どもだけの預かり
　はできません。
・派遣するヘルパーは、多可町社会福
　祉協議会ヘルパーステーションのヘ
　ルパーです。
・急遽キャンセルする場合は、利用日
　前日の午後5時までにこども未来課へ
　必ず連絡をお願いします。
　連絡がない場合は、派遣費用を負担
　していただくことがあります。

悩みごとはありませんか？

お父さん・お母さんの心配ごとや悩みごと
があれば、ヘルパーにご相談ください。保
健師や栄養士、子ども家庭相談員や心理
士などにおつなぎします。
気軽にご相談ください！

新型コロナワクチン最新情報
２月16日から行ってきた集団接種は、３月21日に無事最終日を迎えました。
今後は、個別医療機関での接種となります。接種がまだで希望する方はぜひご検討ください。

Q なぜ小児の接種が必要なの？

A 小児においても中等症や重症例が
確認されており、特に基礎疾患を有
するなど重症化するリスクが高い小
児には接種の機会を提供することが
望ましいとされています。

Q 接種する回数は成人と同じ？

A ５～11歳で接種する有効成分の量
は、12歳以上で接種する量の３分の
１です。接種回数は、12歳以上と同
じ３週間の間隔で２回接種します。

Q 接種はしないといけないの？

A 義務ではありません。町の案内チラ
シや厚生労働省のHPを参考によく
話し合って決めてください。

Q 1回目の接種後、2回目の接種前に
12歳の誕生日がきました。

A この場合、2回目も１回目と同じ５～
11歳用のワクチンを接種します。
なお、11歳以下と12歳以上では、接
種するワクチンの種類と量が異なり
ます。

その他詳しくは
厚生労働省のHPで！

など

ど

庭相談員や心理
。



-１７- 2022.4 -16-2022.4

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
・
母
子
家

庭
等
医
療
費
助
成
制
度
は
、
対
象
児
童

が
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３

月
31
日
を
過
ぎ
る
と
受
給
資
格
が
喪
失

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、
次
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
20
歳
の
誕
生
日

の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
引
き
続
き
受

給
資
格
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
住

民
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

要　

件

・
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
お
よ
び

　

特
別
支
援
学
校
に
在
学
中
の
人

・
高
等
専
門
学
校
に
在
学
し
、
第
3
学

　

年
の
課
程
を
修
了
す
る
ま
で
の
人

・
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
在
学
中
の

　

人（
※
高
等
学
校
等
卒
業
者
は
除
く
）

・
外
国
人
学
校
に
在
学
中
の
人

申
込
・
問
合
先　

　

住
民
課　

福
祉
医
療
担
当

　
　
　

☎（
32
）２
３
８
３

住
民
課
窓
口
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ス
タ
ー
ト

住
民
課
の
窓
口
で
発
行
す
る
証
明
書
手

数
料
の
支
払
い
に
、
電
子
マ
ネ
ー
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
ま
す
。

※

各
税
・
住
宅
使
用
料
・
上
下
水
道
料

　

金
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
ご
利
用
い

　

た
だ
け
ま
せ
ん
。

■
サ
ー
ビ
ス
開
始
日

　

令
和
４
年
２
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
場
所

　

多
可
町
役
場
住
民
課

※

加
美
プ
ラ
ザ
、
八
千
代
プ
ラ
ザ
は
調  

   

整
中

■
対
象
と
な
る
証
明
書
な
ど

・
戸
籍
お
よ
び
除
籍
全
部
事
項
証
明
書

　
（
除
籍
謄
本
・
原
戸
籍
謄
本
）

・
戸
籍
お
よ
び
除
籍
個
人
事
項
証
明
書

　
（
除
籍
抄
本
・
原
戸
籍
抄
本
）

・
戸
籍
の
附
票
全
部（
ま
た
は
一
部
）証
明

・
受
理
証
明
書

・
届
出
記
載
事
項
証
明
書

・
住
民
票（
ま
た
は
除
票
）の
写
し

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
そ
の
他
書
証
明（
身
分
証
明
書
・
独
身

　

証
明
書
・
不
在
籍
証
明
書
な
ど
）

■
問
合
先

　

住
民
課　

☎（
32
）２
３
８
３

本
人
通
知
制
度
と
は

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の

証
明
書
を
、
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に

交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
に
登
録
し
た
人

に
対
し
て
証
明
書
を
交
付
し
た
事
実
を
お

知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
の
早

期
発
見
や
、
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権

利
の
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
本
人
通

知
制
度
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※

申
請
は
、
住
民
課
・
加
美
プ
ラ
ザ
・
八

　

千
代
プ
ラ
ザ
で
で
き
る
ほ
か
、
郵
送
で

　

も
可
能
で
す
。

本
人
通
知
制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡
単
申
請

『
ス
マ
ー
ト
申
請
』を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
必
要
書
類

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
顔
写
真
付
き
の
本

人
確
認
書
類
の
画
像

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
申

　

請
可
能
で
す
。

■
問
合
先　

　

住
民
課

　
　
　

☎（
32
）２
３
８
３

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
・
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

の
受
給
資
格
の
喪
失
・
延
長
手
続
き
に
つ
い
て

■利用できる媒体と種類
・クレジットカード
　VISA・Mastercard・JCB
　AMERICAN EXPRESS
・電子マネー
　ApplePay・iD・QUIC Pay・Kitaca
　Suica・PASMO・TOICA・manaca
　ICOCA・SUGOCA・nimoca・はやかけん
・QRコード
　d払い・PayPay・LINEPay・auPay・Jcoin
※上記以外のキャッシュレス決済には対応して
　いません。ご了承ください。

　今月から、掲載をスタートする「農業通信」
　第１回目は、「箸荷いちご・ブルーベリー園」
を経営する吉川知弘さ
んを取材しました。
　連載は、２カ月に１
回のペースで掲載しま
す。お楽しみに！ 吉川知弘さん（箸荷いちご・ブルーベリー園経営）

　

２
０
１
９
年
４
月
に
、
多
可
町

農
林
業
公
社
の
解
散
と
同
時
に
箸

荷
い
ち
ご
園
を
引
き
継
ぎ
、
個
人

経
営
を
ス
タ
ー
ト
し
た
吉
川
知
弘

さ
ん
。

　

ハ
ウ
ス
に
入
る
と「
あ
ま
ー
ー
ー

い
！
」と
叫
び
た
く
な
る
よ
う
な
い

ち
ご
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。

「
い
ち
ご
っ
て
、
み
ん
な
大
好
き

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
小
さ
い
お
子

さ
ん
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
ま
で
。」

　

そ
う
、
い
ち
ご
っ
て
、
な
ぜ
か

と
っ
て
も
特
別
感
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
を
魅
了
す
る
小
さ
く
て
真

っ
赤
な
宝
石
。

「
家
族
連
れ
で
来
て
く
だ
さ
る
お

客
さ
ん
が
多
く
て
、
お
孫
さ
ん
が

車
イ
ス
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
こ
ら
れ
た
り
す

る
姿
を
見
て
い
る
と
、
本
当
に
嬉

し
い
で
す
。」

　

現
在
は
、
６
品
種
を
夫
婦
二
人

三
脚
で
管
理
し
て
い
る
吉
川
さ
ん
。

毎
日
休
み
な
く
働
く
日
々
で
す
。

「
つ
ら
い
と
か
は
全
然
な
い
で
す
。

お
客
さ
ん
と
の
会
話
も
楽
し
い
し
、

い
ち
ご
が
赤
く
な
っ
て
く
る
と
嬉

し
い
し
、
ほ
っ
と
す
る
。
昨
年
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
い
ち
ご
狩
り
が
で
き
な

く
て
、
そ
の
間
、
地
元
の
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
ち
ご
を
買
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
今
年
は
、
い
ち
ご
狩
り

を
再
開
し
て
る
ん
で
す
が
、
そ
の
分

販
売
す
る
い
ち
ご
が
ど
う
し
て
も
減

る
ん
で
す
。
い
ち
ご
狩
り
も
予
約
が

多
く
て
、
い
ち
ご
の
販
売
も
い
ち
ご

狩
り
も
、
断
る
こ
と
が
多
く
て
申
し

訳
な
い
で
す
。」

　

そ
う
話
し
て
い
る
間
に
も
電
話
が

鳴
り
続
け
、
す
み
ま
せ
ん
、
と
電
話

口
で
頭
を
下
げ
る
お
二
人
。
奥
さ
ん

の
明
保
さ
ん
も
、
息
つ
く
間
も
な
く

手
伝
い
に
奔
走
し
ま
す
。

「
い
ち
ご
作
り
は
楽
し
い
で
す
。
お

客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
と
、
し

ん
ど
い
の
も
全
部
忘
れ
る
ん
で
す
。

こ
う
や
っ
て
電
話
し
て
く
だ
さ
る
お

客
さ
ん
に
断
ら
な
い
と
い
け
な
い
の

は
申
し
訳
な
い
な
と
思
い
ま
す
。」

（
明
保
さ
ん
）

　

遠
方
か
ら
の
お
客
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
何
よ
り
地
元
の
お
客
さ

ん
を
大
切
に
し
た
い
。
と
話
す
吉
川

夫
妻
。

「
お
世
話
に
な
っ
て
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
地
元
の
人
た
ち
の
要
望
に

応
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
町
外
の
人
た
ち
に
も
多
可
町
を

知
っ
て
も
ら
い
、
来
て
も
ら
う
。
そ

の
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。」

　

事
務
所
横
に
は
、
子
ど
も
が
退
屈

し
な
い
よ
う
に
と
遊
び
の
ス
ペ
ー
ス

を
手
作
り
。
お
客
さ
ん
第
一
の
吉
川

さ
ん
の
い
ち
ご
は
、
今
日
も
た
く
さ

ん
の
人
の
笑
顔
で
美
味
さ
を
増
し
ま

す
。

地域に愛される
いちご園で在り続けたい

▲手作りの遊びスペース。お子さんを安心して
　遊ばせることができるようにという優しさ。　
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募
　
集

お
知
ら
せ

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
委
員
募
集

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者

養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

多
可
町
播
州
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ

定
期
公
演
実
行
委
員
を
募
集

　

多
可
町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
町

民
の
健
康
増
進
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
け
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募　

集

　

満
18
歳
以
上
で
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
理
解
と
情
熱
を
持
っ
て
検
討
で

き
る
人

人　

数　

若
干
名　

募
集
期
限　

４
月
22
日（
金
）

協
議
内
容

・
第
２
次
多
可
町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

基
本
計
画
の
進
捗
状
況
の
確
認
と
検
討

・
多
可
町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
あ
り
方

　

の
検
討　

な
ど

任　

期

　

令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

※
会
議
は
年
間
２
回
程
度
、
平
日
の
夜

　

に
2
時
間
程
度
を
予
定

問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　

☎（
32
）５
１
２
２

開
催
日
時

　

５
月
14
日（
土
）〜
12
月
17
日（
土
）

　

毎
週
土
曜
日　

全
31
回

　

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分

と
こ
ろ

　

西
脇
市
健
康
福
祉
連
携
施
設

対　

象

　

多
可
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
、

講
座
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き

る
人
。
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
が
で
き
る

人（
１
分
間
で
ひ
ら
が
な
80
文
字
以
上
）

定　

員　

20
人

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

４
月
26
日（
火
）

申
込
・
問
合
先　

　

福
祉
課　

☎（
32
）５
１
２
０

　

播
州
歌
舞
伎
が
好
き
、
芝
居
が
好
き
、

企
画
運
営
が
し
て
み
た
い
と
い
う
人
を

募
集
し
ま
す
。
一
緒
に
播
州
歌
舞
伎
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

対　

象

　

小
学
生
以
上

内　

容

・
定
期
公
演
の
企
画
立
案

・
大
道
具
や
舞
台
の
作
成

・
チ
ラ
シ
作
成
な
ど

そ
の
他

・
令
和
４
年
度
の
定
期
公
演
日
程
は
、

　

令
和
５
年
１
月
29
日（
日
）を
予
定
し

　

て
い
ま
す
。

・
実
行
委
員
会
の
日
程
や
活
動
場
所
は
、

　

そ
の
都
度
連
絡
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

　

こ
ど
も
未
来
課　

☎（
32
）２
３
８
５

　

お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
よ
り
良
い
学

校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
学
用
品
や

学
校
給
食
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助

し
ま
す
。

対　

象

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
お
子
さ
ん
が

小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
世
帯

認
定
要
件

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

②
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
を
受

　

け
て
い
る
世
帯
、
ま
た
は
国
民
健
康

　

保
険
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
世
帯

　

な
ど

④
令
和
３
年
中
の
所
得
が
所
得
基
準
以

　

下
の
世
帯

⑤
町
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

※
令
和
３
年
中
の
所
得
で
判
断
し
ま
す
。

申
請
期
間

・
認
定
要
件
①
〜
③
の
人

　

４
月
８
日（
金
）〜
18
日（
月
）

・
認
定
要
件
①
〜
⑤
の
人

　

５
月
25
日（
水
）

　
　
　

〜
６
月
８
日（
水
）　

援
助
内
容

　

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
通
信
費
・
校
外
活
動
費
・
修

学
旅
行
費
・
学
校
給
食
費
な
ど

申
請
方
法

　

小
・
中
学
校
、
ま
た
は
教
育
総
務
課

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
学
校
か
ら
保
護
者
へ
案
内
チ
ラ
シ

　

を
配
布
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
小
・
中
学
校
、
教
育
総

　

務
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

※
令
和
３
年
中
所
得
基
準
額
は
、
案
内

　

チ
ラ
シ
お
よ
び
広
報
た
か
６
月
号
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

　

教
育
総
務
課　

☎（
32
）２
３
８
４

小
・
中
学
生
対
象
の
就
学
援
助

制
度
を
受
け
付
け
ま
す

■
問
合
先
　
生
活
安
全
課
☎（
32
）4
7
7
7

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録
と
年
に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
予
防
注
射
の
ご
注
意

①
来
場
の
際
に
は
事
故
防
止
の

　

た
め
、
首
輪
が
外
れ
な
い
よ

　

う
に
し
っ
か
り
付
け
、
犬
を

　

制
御
で
き
る
人
が
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

※

制
御
で
き
な
い
場
合
は
、
動

　

物
病
院
で
の
接
種
を
お
願
い

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
居
住
地
に
関
わ
ら
ず
、
ど
の

　

会
場
・
時
間
帯
で
も
接
種
で

　

き
ま
す
。

③
ふ
ん
尿
は
、
連
れ
て
来
ら
れ

　

た
人
が
責
任
を
持
っ
て
持
ち

　

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
雨
天
の
場
合
で
も
実
施
し
ま

　

す
。

■
犬
は
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登

録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
の
手
続
き
は
、
生
活
安
全

課
・
加
美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代
プ

ラ
ザ
、
ま
た
は
町
が
委
託
し
て

い
る
動
物
病
院
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・狂犬病予防接種料金
　　　　　　　　　　3,300円
・新規登録手数料　　3,000円
※つり銭がいらないように
　ご持参ください。

■
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
ら…

　

犬
が
逃
げ
出
し
た
り
い
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

•
兵
庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

三
木
支
所

　

☎
0
7
9
4（
84
）3
0
5
0

•
西
脇
警
察
署　

会
計
課

　

☎（
22
）0
1
1
0

中 村 町
森 本
西 安 田
中 安 田
東 安 田
曽 我 井
中区坂本
糀 屋
安 坂
茂 利
奥 中
高 岸
天 田
岸 上
間 子

山 寄 上
鳥 羽
清 水
　 轟 　
西 山
市 原
大 袋
三 谷
門 村
杉 原
奥 豊 部
岩 座 神
棚 釜
多 田
熊 野 部

9：00～  9：15
9：25～  9：35
9：40～  9：50
9：55～10：05
10：10～10：20
10：30～10：40
10：45～10：55
11：00～11：10
11：15～11：25
11：30～11：40
13：00～13：15
13：20～13：30
13：35～13：40
13：45～13：55
14：00～14：05

４月４日（月）
■実施予定表

※会場は、基本的に集落の公民
　館・公会堂ですが、一部違う
　場合がありますのでご注意く
　ださい。
※登録されている人には、別途
　通知します。す。

４月５日（火） ４月６日（水）

４月７日（木）

9：00～  9：10
9：15～  9：25
9：30～  9：35
9：40～  9：50
9：55～10：05
10：10～10：20
10：30～10：40
10：45～10：55
11：00～11：10
11：15～11：25
11：30～11：35
13：10～13：15
13：20～13：30
13：35～13：45
13：50～13：55
14：00～14：15

9：00～  9：10
9：15～  9：20
9：25～  9：35
9：40～  9：50
9：55～10：05
10：10～10：20
10：25～10：35
10：40～10：50
10：55～11：05
11：10～11：20
11：25～11：35
13：10～13：15
13：20～13：30
13：35～13：45
13：50～14：00

9：00～  9：10
9：15～  9：20
9：25～  9：35
9：40～  9：45
9：50～  9：55
10：00～10：10
10：15～10：20
10：25～10：35
10：40～10：50

10：55～11：05
11：10～11：20
11：25～11：35
11：40～11：50
12：00～12：10
13：30～13：40
13：45～13：55
14：00～14：10
14：15～14：20

0

0
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簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

　
■
問
合
先　

　
　

定
住
推
進
課　

☎（
32
）４
７
７
６

　　

町
が
耐
震
診
断
技
術
者
を
派
遣
し
て
住

宅
の
簡
易
的
な
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

対　

象　

戸
建
て
住
宅
な
ど

費　

用　

無
料

申
請
者　

原
則
住
宅
所
有
者

　

戸
建
て
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
計
画
策
定
や
改
修
工
事
な
ど
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
住
宅
耐
震
改
修
計
画
策
定
費
補
助
】

補
助
率　

３
分
の
２（
上
限
あ
り
）

対
象
費
用　

　

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
耐
震
改
修

計
画
の
策
定
と
そ
れ
に
伴
う
耐
震
診
断
に

要
す
る
費
用

対
象
住
宅
・
条
件

・
耐
震
診
断
の
結
果
、「
危
険
」「
や
や
危

　

険
」と
診
断
さ
れ
た
も
の

・
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
に
加
入
し

　

て
い
る
住
宅　

な
ど

【
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
】

補
助
率　

５
分
の
４（
上
限
あ
り
）

対
象
費
用　

　

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
一
般
工

事（
50
万
円
以
上
の
も
の
）

対
象
住
宅

　

住
宅
耐
震
改
修
計
画
策
定
費
補
助
と

同
じ

【
簡
易
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
】

補
助
率　

５
分
の
４（
上
限
あ
り
）

対
象
費
用　

　

耐
震
性
能
を
改
善
す
る
た
め
の
耐
震

改
修
計
画
の
策
定
と
そ
れ
に
伴
う
耐
震

診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る

費
用（
50
万
円
以
上
の
も
の
）

対
象
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、「
危
険
」と
判
断

　

さ
れ
た
も
の

・
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
に
加
入

　

し
て
い
る
住
宅
な
ど

【
屋
根
軽
量
化
工
事
費
補
助
】

補
助
金　

50
万
円

対
象
費
用　

　

戸
建
て
住
宅
の
屋
根
の
軽
量
化（
非
常

に
重
い
屋
根
か
ら
重
い
屋
根
ま
た
は
軽

い
屋
根
）に
要
す
る
費
用（
50
万
円
以
上

の
も
の
）

対
象
住
宅
・
条
件

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
や
や
危
険
」と

判
断
さ
れ
た
も
の

【
建
替
工
事
費
補
助
】

補
助
率　

５
分
の
４（
上
限
あ
り
）

対
象
費
用　

　

安
全
性
の
低
い
住
宅
を
除
却
し
、
同

一
敷
地
内
に
安
全
性
の
高
い
住
宅
を
建

て
替
え
る
費
用

対
象
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、「
危
険
」「
や
や

　

危
険
」と
診
断
さ
れ
た
も
の

・
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
に
加
入

　

さ
れ
る
住
宅　

な
ど

補
助
金　

10
万
円
／
台

対
象
費
用　

　

防
災
ベ
ッ
ド
等
の
設
置
に
要
す
る
費
用

（
10
万
円
以
上
の
も
の
）

対
象
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、「
危
険
」「
や
や

　

危
険
」と
診
断
さ
れ
た
も
の

・
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
の
家
財

　

再
建
共
済
制
度
に
加
入
さ
れ
る
住
宅

　

な
ど

【
共
通
事
項
】

■
申
込
期
限

　

11
月
30
日（
水
）

※
対
象
条
件
、
申
請
書
類
な
ど
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

親
や
祖
父
母
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
お
互

い
に
協
力
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
同

居
や
近
居
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
住
宅

を
新
築
・
増
築
・
改
築
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象

①
多
可
町
内
に
新
築
な
ど
を
す
る
住
宅

②
親
な
ど
と
同
居
ま
た
は
近
居
す
る
た

　

め
の
住
宅

③
建
築
基
準
法
な
ど
の
関
係
法
令
に
準

　

じ
た
工
事

④
住
宅
の
工
事
費
が
１
，０
０
０
万
円
以

　

上
で
あ
る

⑤
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑥
合
計
年
齢
が
１
０
０
歳
未
満
の
夫
婦

　

ま
た
は
50
歳
未
満
の
人

※
工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

多
可
町
あ
っ
た
か
家
族
多
世
代

住
宅
助
成
事
業

多
可
町
住
ま
い
の
耐
震
化

促
進
事
業

  

住
ま
い

防
災
ベ
ッ
ド
等
設
置
助
成
事
業

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

対　

象

①
多
可
町
内
に
あ
る
住
宅（
自
己
所
有
か

　

つ
自
己
居
住
）の
改
修
工
事

②
町
内
の
建
築
業
者
等
に
よ
る
工
事
費
50

　

万
円
以
上
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

③
町
の
他
の
住
宅
助
成
事
業
を
受
け
て
い

　

な
い

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額

　

工
事
費
の
５
％（
上
限
５
万
円
）

対
象
工
事

・
耐
震
や
防
犯
の
た
め
の
、
性
能
向
上
リ

　

フ
ォ
ー
ム
工
事

・
家
族
構
成
の
変
更
に
よ
る
増
改
築
工
事

・
段
差
解
消
や
手
す
り
設
置
な
ど
の
バ
リ

　

ア
フ
リ
ー
工
事

・
イ
ン
テ
リ
ア
や
間
取
り
の
変
更
な
ど
の

　

模
様
替
工
事

・
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
や
複
層
ガ
ラ

　

ス
サ
ッ
シ
へ
の
変
更
な
ど
の
省
エ
ネ
型

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事　

な
ど

　

定
住
す
る
意
思
を
持
っ
て
、
町
内
に
中

古
住
宅
を
購
入
し
た
人
に
対
し
て
、
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

①
10
年
以
上
居
住
す
る
こ
と
を
誓
約
で
き

　

る
人

②
３
親
等
以
内
の
親
戚
か
ら
購
入
し
た

　

住
宅
で
な
い
こ
と

③
原
則
、
転
入
ま
た
は
転
居
後
、
１
年

　

以
内
の
申
請
で
あ
る
こ
と

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額　

　

10
万
円

※
若
年
世
帯
、
子
育
て
世
帯
、
も
し
く

　

は
40
歳
未
満
の
単
身
者
の
場
合
は

　

20
万
円

　

若
者・子
育
て
世
帯
が
兵
庫
県
信
用
組

合
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
初
め
て
住

宅
を
新
築
、リ
フ
ォ
ー
ム
、ま
た
は
購
入
す

る
場
合
に
、利
子
相
当
分
を
支
援
し
ま
す
。

助
成
額　

　

住
宅
ロ
ー
ン
貸
付
年
利
率
０
．５
％
相

当
額

対　

象

①
新
た
に
建
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た

　

は
購
入
す
る
住
宅
の
所
有
者

②
①
の
住
宅
を
自
己
の
居
住
の
た
め
に

　

利
用
す
る
こ
と

③
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
対
象
条
件
、
申
請
書
類
な
ど
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

中
古
住
宅
購
入
助
成
事
業

住
宅
ロ
ー
ン
利
子
助
成
事
業

森の恵みプランのご案内
多可町の人限定利用助成

■森の恵みプラン
　・木育（木を利用したモノ作り）
　・多可の森健康ウォ－キング
　・エーデルささゆりでの宿泊（１泊２食付）
■助成要件
　①プラン内容すべてを実施できる人
　②申請時に小学１年生以上で、多可町
　　に住所を有する人
　③町税の滞納がない人

■助成額
・中学１年生以上…１人につき10,000円／回
・小学１年生から小学６年生…１人につき　　　
　　　　　　　　　　　　　　  5,000円／回
※休日料金など加算があった場合でも、助成額は
　変わりません。

■手続方法
①エーデルささゆりへ「森の恵みプラン」を予約
②多可町へ助成申請
　スマート申請または申請書提出で受け付けます
③町から助成券を送付(※精算時に必要）
④エーデルささゆりでの精算時に、助成額を引い
　た金額を支払い

　森林は、土砂災害の抑制や木材生産のほか、心身
の健康維持、安らぎの場としての役割もあります。
　多可町では、この財産を大切に守っていくため、
森林とふれあい、森林が持つ多くの効果を実感して
もらえる環境づくりを進めています。

町

■
①
②
　
③
④
　

■問合先　商工観光課　☎（32）4779

が
必
要
で
す

この助成は、森林環境譲与税を活用しています
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時
刻
む
流
れ
る
月
日
ま
っ
た
な
し　
　
　
　

  　

 

藤
川
敏
明

白
酒
に
酔
う
て
官
女
が
踊
る
夜
半　
　
　
　
　
　

寺
尾
麦
人

世
の
中
は
数
字
の
海
だ
溺
れ
る
な　
　
　
　
　
　

藤
原
栄
司

見
つ
め
く
る
そ
の
ジ
ョ
ウ
ビ
ダ
キ
何
ゆ
わ
ん　
　

や
の
え
み

初
ひ
ま
ご
見
る
た
び
思
う
あ
り
が
た
さ　
　
　
　

酒
井
満
子

春
寒
し
テ
レ
ビ
体
操
日
課
と
す　
　
　
　
　
　

足
立
晴
子

辛
抱
も
暫
し
と
絶
え
る
余
寒
か
な　
　
　
　
　

遠
藤
し
げ
子

春
寒
や
日
射
し
を
受
け
て
す
る
背
伸
び　
　
　

永
井
雅
子

種
菌
を
打
ち
込
む
老
躯
春
を
待
つ　
　
　
　
　

永
井
資
子

春
泥
を
足
に
付
け
入
る
散
歩
か
な　
　
　
　
　

藤
村
明
美

町営住宅・県営住宅の入居者募集町営住宅・県営住宅の入居者募集

【普通町営住宅】
申込み　４月15日（金）午後５時まで
対　象　所得月額が158,000円以下の世帯
※普通町営住宅は、町内に在住・在勤もしくは父母ま
たは祖父母が在住していることが条件です。

　　　団地名
中区安坂団地
中区奥中団地
加美区的場二宮団地
加美区寺内団地
加美区大袋北カイチ団地
八千代区赤坂団地
八千代区野田団地
八千代区野口団地
八千代区下三原団地

八千代区中三原団地

　　   月額家賃
18,600円～27,700円
22,200円～33,100円
16,500円～24,500円
17,200円～25,600円
19,300円～28,800円
15,100円～22,400円
18,600円～27,700円
17,500円～26,000円
16,700円～24,900円
11,700円～17,400円
15,200円～22,700円

  間取り
３LDK
３LDK
３DK
３LDK
３LDK
３DK
２LDK
２LDK
３DK
２DK
３DK

【県営住宅】
申込み　４月15日（金）午後５時まで
対　象　所得月額が158,000円以下の２人以上の世帯
※合計年齢が80歳未満の夫婦と子ども１人の３人世帯
の場合は、申し込むことができます。
※高齢者世帯または障がい者世帯は、世帯人数が[申込
区分（人数用件）]に満たない場合でも申し込むことが
できます。
　　　団地名
八千代区下野間住宅
八千代区下野間住宅

　　   月額家賃
18,800円～43,300円
25,100円～57,800円

  間取り
２DK
３LDK

【子育て世帯・若者世帯向け特別賃貸町営住宅】
申込み　常時受付中
対　象　所得月額が158,001円以上487,000円以下の世帯
※詳細は定住推進課までお問い合わせください。

　　　団地名

中区中村町団地

八千代区赤坂団地

八千代区野田第2団地

八千代区中三原団地

　　   月額家賃
子育て・若者世帯月額家賃
54,600円～88,500円
43,600円～88,500円
48,100円～95,600円
32,200円～95,600円
54,300円～115,700円
42,000円～115,700円
48,600円～96,700円
32,500円～96,700円

  間取り

3LDK/4DK

３LDK
1戸建て平屋

３LDK

３LDK
1戸建て平屋

■問合先　定住推進課　☎（32）4776

心配ごと相談

身体障がい者相談

生活困窮相談

人権相談

行政相談

社会保険労務士
無料相談

行政書士無料相談

税の無料相談

消費生活
・多重債務相談

多可っ子悩み相談

４月 ７日（木）10:00～正午

５月 ６日（金）10:00～正午

 ４月12日（火）10:00～正午

 ４月19日（火）10:00～正午

４月 １日（金）13:30~16:00

５月 ２日（月）13:30~16:00

４月12日（火）13:00~17:00

４月11日（月）10:00～正午

５月10日（火）10:00~15:00

４月21日（木）10:00～正午

４月 ５日（火）・19日（火）
 13:00～16:00

４月20日（水）13:30~16:00

　　　

火・金曜日　　　　　　　
10:00～正午/13:00～16:00

月～金曜日（祝日は除く） 
9:00～17:00

役場本庁舎201会議室

役場本庁舎201会議室

加美プラザ相談室

八千代プラザ相談室
役場本庁舎101相談室

役場本庁舎101相談室

役場本庁舎101相談室

八千代プラザ

多可町隣保館

役場本庁舎202相談室

役場本庁舎101相談室

　
役場本庁舎101相談室

役場本庁舎103相談室

役場本庁舎

電話受付のみ

福祉課　☎（32）5120
※できるだけ相談日の１週間前
　までに予約をお願いします。
※相談時間は1人1時間以内です。

福祉課　☎（32）5120
【障がい者相談支援センター】
　☎（32）5180 平日9:00~17:00(福祉課内）

多可町隣保館☎（32）1389
（人権啓発推進室）※要予約

企画秘書課　☎（32）2381

県行政書士会東播支部
　☎（36）0517※事前予約可

消費生活センター☎（32）3322
※予約優先

多可町青少年育成センター
　☎（32）3423

※月・水・木は、西脇市役所
　でも相談できます。☎（22）3111

相談名　　　　　　　日時・相談員　　　　　　　　場　所　　　　　　　　 担当課（電話番号）

相談窓口 ♡

自立相談支援センターひょうご
   ☎070-6548-8884 ※要予約

※電話での相談はできません。

近畿税理士会西脇支部
　☎（22）6485 深田会計事務所内 

母子保健事業と健康づくり事業 ■問合先　健康課　☎（32）5121

■専門栄養相談　4月 8日（金）13:30～15:00 健康管理課☎42-9365
■こころのケア相談　４月28日（木）13:00～　地域保健課☎42-9367
■ＨＩＶ抗体（エイズ）・肝炎ウイルス・梅毒検査・相談
　４月14日（木）・21日（木）13:30～14：10 健康管理課☎42-9436

すくすく
２か月児教室

もぐもぐ
離乳食教室

のびのび
子育て相談

４か月児健診

加東健康福祉事務所相談事業 ※要予約

４月 ５日（火）・４月26日（火）
５月13日（金） 8：45～10：30　アスパル

４月27日（水）　9：45～10：00
Ｒ４年２月１日～２月28日生　子育てふれあいセンター

４月 ７日（木）9：45～10：00
Ｒ３年10月１日～ 11月 30日生　アスパル

４月26日（火）　13:00～
Ｒ３年12月１日～ 12月 31日生　アスパル

４月19日（火）　9：00～16：00
１週間前までに要予約　アスパル

母子手帳交付
妊婦健康相談

一般健康相談
（保健師・栄養士）

４月 ６日（水）　9：30～15：30
ところ：八千代プラザ　要予約

栄養相談
（病態別）

こころの相談

４月21日（木）　9：30～11：30
事前申込　アスパル

４月12日（火）　9：30～11：30
要予約　アスパル

県社労士会西脇支部☎0795（72）0949

３歳児健診

４月 ７日（木）13:00~16:00 

※感染対策のため、変更、中止になる場合があります。

多
可
町
婦
人
会
・
多
可
町
消
費
者
協
会
は
、

令
和
４
年
３
月
31
日
に
解
散
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
環
境
改
善
や
防
災
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
男
女
共
同
参
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
の
地
位
向

上
や
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
、
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
長
い
間
大
変
お
世

話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
組
織
は
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
集

落
の
婦
人
会
・
女
性
会
で
は
、
女
性
の
力
を
大
い

に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
は
、
女
性
参
画
の
視
点
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

育
成
や
各
種
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問
合
先　

生
活
安
全
課　

☎（
32
）４
７
７
７

４月19日（火）13：00～
Ｈ31年 1月１日～３月18日生　アスパル

絆カフェの開催日程

絆カフェふきのとう
　４月２日（土）午後 8時～ 9時
　ZOOMによるオンラインカフェ

■問合先　ふくし相談支援課　☎（30）2525



福祉課　☎（３２）５１２０
障がい者相談支援センター専用
　　　　☎（３２）５１８０

-24-2022.4-２5- 2022.4

　　

昨
年
末
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
デ

ズ
モ
ン
ド
・
ツ
ツ
元
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大

主
教
が
90
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
大

主
教
と
い
う
の
は
キ
リ
ス
ト
教
の
役
職

の
一
つ
で
、
ツ
ツ
氏
は
イ
ギ
リ
ス
国
教

会
を
母
体
と
す
る
南
ア
フ
リ
カ
聖
公
会

の
最
高
位
で
あ
る
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
主

教
を
務
め
ま
し
た
。

　

ツ
ツ
氏
は
、
１
９
３
１
年
に
貧
し
い

家
庭
に
生
ま
れ
、
苦
学
し
て
高
校
教
師

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
黒
人
の
教
育
を
制
限
す
る

法
律
が
で
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
聖

職
者
に
転
じ
、
少
数
派
の
白
人
が
国
を

支
配
す
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト（
人
種
隔

離
政
策
）の
撤
廃
を
訴
え
続
け
て
、
１

９
８
４
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

ツ
ツ
氏
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
民
族
多

様
性
を「
虹
の
国（
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ネ
イ

シ
ョ
ン
）」と
い
う
言
葉
で
表
現
し
ま
し

た
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃
後
の
新
し

い
南
ア
フ
リ
カ
を
示
す
象
徴
的
な
言
葉

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
４
年
に
実
施
さ
れ
た
全
人
種

に
よ
る
選
挙
で
大
統
領
に
な
っ
た
故
ネ

ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏
は
、
就
任
演
説

で「
黒
人
も
白
人
も
関
係
な
く
南
ア
フ

リ
カ
の
全
国
民
が
一
緒
に
な
っ
て
、
何

も
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
背
筋
を
伸
ば
し

て
歩
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
、

決
し
て
人
と
し
て
の
尊
厳
を
奪
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
。
我
々

の
み
な
ら
ず
世
界
が
平
和
に
な
る
よ
う

な
、
そ
ん
な『
虹
の
国
』を
」と
全
国
民

に
訴
え
ま
し
た
。

　

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃
後
も
、
自
国

の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
人
権
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
ツ
ツ
氏
は
、「
希

望
と
は
、
真
っ
暗
闇
の
中
で
も
光
が
あ

る
と
信
じ
る
こ
と
で
す
」と
語
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
私
は
楽
観
的
な
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
希
望
の
と
り
こ
な
の
で

す
」と
い
う
言
葉
も
残
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
今
も
紛
争
が
絶
え
ず
、
富

め
る
人
と
貧
し
い
人
の
格
差
が
ま
す
ま

す
広
が
り
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
が

大
勢
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
ツ
ツ
氏
が
訴
え
続
け
た「
他
者

へ
の
思
い
や
り
と
、
明
日
へ
の
希
望
を

持
ち
続
け
る
こ
と
」が
大
切
で
す
。

虹
の
国

　　

令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ザ
や
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
に
加

え
、
統
合
中
学
校
の
検
討
や
多
可
町
商

工
会
が
建
設
さ
れ
る
商
工
会
館
へ
の
支

援
な
ど
、
私
が
町
長
に
就
任
し
て
編
成

し
た
予
算
の
中
で
は
最
大
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
で
す
が
、
令
和
４
年
度

主
要
政
策
と
し
て
、「
子
育
て
す
る
な

ら
ダ
ン
ト
ツ
多
可
町
」と「
生
涯
学
び
続

け
ら
れ
る
生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
町
」に

向
け
て
事
業
を
執
行
す
る
予
定
で
す
。

　

職
員
か
ら
は
、
ダ
ン
ト
ツ
で
あ
っ
た

所
得
制
限
な
し
の
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
助
成
な
ど
が
、
近
隣
市
町
を
含
め
多

く
の
自
治
体
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、「
ダ
ン
ト
ツ
」は
言
い
過
ぎ
で
は
、

と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
ま

だ
ま
だ
ダ
ン
ト
ツ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ア
ス
パ
ル
周
辺
の
子
育
て

支
援
ゾ
ー
ン
は
大
勢
の
子
育
て
世
代
の

皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
満
１
〜
２
歳
の
児
童
を
家
庭

で
育
児
さ
れ
る
世
帯
へ
の「
在
宅
育
児

手
当
」や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
へ
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
主
食
費
助
成
や
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
お
い
て
育
児

や
家
事
の
困
難
を
助
け
る
た
め
の「
産
前

産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」も
新
た
に

始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
、
ご
結
婚
や
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
に
際
し
て
そ
れ
ぞ
れ
10
万

円
の
お
祝
金
制
度
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

教
育
の
面
で
も
、
早
々
と
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
を
実
現
し
、
端
末
を
使
っ

た
自
宅
で
の
学
習
に
備
え
て
、
各
家
庭

に
お
け
る
通
信
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」へ
の

運
営
支
援
や
、
抽
象
的
・
論
理
的
な
学

習
内
容
が
始
ま
る
小
学
３
年
生
へ
の
学

習
支
援
員
の
増
配
は
、
他
に
は
例
を
見

な
い
独
自
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
は

決
し
て
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆

さ
ん
の
望
ま
れ
る
子
育
て
環
境
に
即
し

て
多
面
的
な
支
援
を
行
い
、
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
町
が
取
り
組
む
各
種
政
策
は
、
そ

の
効
果
が
短
期
的
に
現
れ
る
も
の
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
目
で
支
援

を
続
け
て
、
子
育
て
す
る
な
ら
ダ
ン
ト

ツ
多
可
町
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

職
員
が
自
信
を
持
っ
て
、「
ダ
ン
ト

ツ
」を
ア
ピ
ー
ル
し
、
子
育
て
支
援
の

充
実
と
、
移
住
定
住
の
促
進
を
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
令
和
４
年
度
も
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

　
　
　
　

☎（
32
）1
3
8
9

か
ず
し

多
可
町
長　

吉 

田 

一 

四

日本年金機構
ホームページ

令和４年度 国民年金保険料

　学生で、国民年金を納めることが
困難な場合は、学生納付特例の手続
きをすることで、保険料の納付が猶
予されます。
　また、令和３年度に引き続き、今
年度も学生納付特例制度を希望する場合は、４月が更
新月となるため、必ず手続きをしてください。
　日本年金機構から「国民年金保険料学生納付特例申
請書」（ハガキ）の送付があった人は、ハガキの返送を
することで更新できます。
　※１月以降に申請手続きをした人には、ハガキが届
　　きません。

　初めて申請する人や、在学する学校などを変更した
人は、住民課、加美プラザ、八千代プラザで申請手続
きをしてください。
■必要書類
　①基礎年金番号が確認できるもの（年金手帳、納付
　　書など）、またはマイナンバーが確認できるもの
　　（マイナンバーカード、通知カード）
　②本人確認書類
　③令和４年度有効の学生証または在学証明書
　令和４年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料
の納付を希望する場合は、納付書を作成して送付しま
す。加古川年金事務所にご連絡ください。
　加古川年金事務所　☎079-427-4740

■一部免除の保険料
　・4分の３免除（４分の１納付）　　4,150円
　・半額免除（半額納付）　　　　  　8,300円
　・4分の１免除（4分の３納付）　  12,440円

月額16,590円

学生納付特例制度のご案内

令和４年度年金額決定
国民年金（老齢基礎年金（満額））
　一人分　年額777,800円
　　　　　　（前年度から0.4％引き下げ）

猶
予

　毎年４月２日は、国連が定めた世界自閉症啓発デーで
す。
　４月２日から８日までは厚生労働省が定める発達障害
啓発週間です。
　自閉症をはじめとする発達障害について知ってもら
う、理解してこらうことは、誰もが幸せに暮らすことが
できる社会の実現にもつながります。

　発達障害には、自閉症、アスペルガー症候群、そ
の他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性
障害など脳機能の障害であり、その症状が通常は低
年齢において発現されると言われています。（発達
障害者支援法より）
　しかし、子どもの頃は周囲の環境や家族・友だち
などの人間関係によって発達障害の特性が個性とみ
られ、あまり問題にならずに過ごすこともあります。
　そして社会人になってから、人間関係が複雑にな
り、相手の表情や場の雰囲気を読み取ったり、仕事
の優先順位を決めて対応していくなど、求められる
ものが多くなったり変わったりすることで、対応で
きず、苦しまれる人も多いのです。
　周囲が理解し支援することで、いきいきと暮らす
ことができる社会を実現しましょう。

４月２日　
世界自閉症啓発デー

発達障害は子どもだけのもの？

４月２日～８日　発達障害啓発週間

世界自閉症啓発デーイメー
ジキャラクター「ジュリア」
セサミストリートに出てくる
「ジュリア」は、自閉症の特性
があるキャラクターです。
「みんなちがって、みんない
い。」セサミストリートの仲間
たちはそんなジュリアのこと
が大好きです。 世界自閉症啓発デー

公式サイト



病院通信
多可赤十字病院  ☎（３２）１２２３（代表）

-26--27- 2022.42022.4

多可出張所 ☎（３２）０１１９
多可北出張所 ☎（３5）０１１９
多可南出張所 ☎（３7）０１１９

vol.188

■問合先
　生涯学習課 ☎（３２）５１２２

林野火災の防止に
努めましょう

　4月1日から多可赤十字病院病院長
を拝命した梶本和宏と申します。就
任にあたりご挨拶申し上げます。
　多可町は、人口19,715人（2022
年2月）、65才以上の高齢化率は
37.9％（2020年）で、全国平均の
28.0％を大きく超えており、まさに

日本の将来の縮図と言える地域です。
　多可赤十字病院は常に国の政策の一歩先を読み、高
齢化に対して早くから取り組み、地域完結型の医療の
完成を目指してきました。昭和63年には全国最初の老
健施設を創設、さらに訪問看護ステーション、居宅介
護支援事業所、在宅介護支援センター、地域リハ・ケ
アセンターでの通所リハビリ、はつらつ健康事業など
を展開、本年２月には介護医療院を開設し、地域の開
業医や診療所の先生方とも力を合わせて地域完結型医
療システムを発展させてきました。松浦尊麿名誉院長
ならびに西村一男前院長の先見の明とそのご功績に敬
意を表したいと思います。
　今後も、急性期一般病棟で急性期ないし亜急性期疾

患治療を、地域包括ケア病棟で初期治療後のリハビリ
テーションや退院支援を行い、当院介護老人保健施設
および介護医療院とも連携して、在宅や施設へ社会復
帰していただけるように努めます。当院のリハビリ
テーションスタッフは人員も技量も充実しており、当
院の強みでもあります。さらに終末期の患者様には尊
厳を守り、人生の終末期を穏やかに、有意義に過ごし
ていただけるようお手伝い致します。
　また、健康診断や人間ドックなどの予防医学事業に
も力を入れ、長生きはもちろん、元気で健康寿命を延
ばしていただくお手伝いができればと考えています。
　多可赤十字病院を魅力的な病院としてさらに発展さ
せ、多可町の皆様の健康をお守りするため、この地で
なくてはならない病院となれるよう、職員一同ととも
に努力致します。
　私は、昨年４月から１年間当院副院長として勤務し
ましたが、まだまだ多可町のことで知らないこと、わ
からないことが多々あります。多可町の皆様のご協力
なくしては当院の役割を果たすことができません。今
後ともご支援ご協力よろしくお願い申し上げます。

就任のご挨拶
　　多可赤十字病院　病院長　梶本和宏（かじもと かずひろ）

　例年、空気が乾燥し強風が吹く春に、人的要因によ
る林野火災が全国各地で多発しています。
　出火防止および火災拡大防止のため、林野火災に対
する警戒を強化することが必要です。

トレーニングルームで健康作り！
初めて講習会を受けて

初めて講習会のお知らせ

と　き　第２・第４火曜日　午後７時～
　　　　第２・第４金曜日　午前10時30分～／午後７時～
　　　　第２土曜日　午前10時30分～
対　象　小学生以上（中学生以下は大人の同伴が必要）
受　講　完全予約制（要事前申込）
　　　※中学生以下の受講は、保護者がお申込みください。
申込先　生涯学習課
持ち物　室内用シューズ・マスク・タオル・水分
内　容　利用の流れおよび注意事項や機器の基本操作につい
　　　　て1時間程度説明します。

アスパルトレーニングルーム利用方法

利用時間　午前９時～午後10時
休館日　年末年始の6日間（12/29～1/3）
料　金
・64歳以下　110円／1回
　※1回につき1時間以内の利用です。
　※中学生以下の利用は、大人同伴。
　　　　　　　　　（同伴者は無料）
・障がい者および65歳以上　無料
■回数券　12回綴り　1,100円
その他　
・当ルームに指導者やスタッフは常駐して
　いません。無理せず体力に合ったトレー
　ニングをしてください。
・トレーニング中のケガや事故などは自己
　責任となりますのでご注意ください。
・トレーニングルームを利用するには、　　
　「初めて講習会」の受講が必要です。

予防接種のお知らせ ■問合先　健康課 ☎（３２）５１２１

子宮頸がんワクチン予防接種
　平成25年から積極的勧奨を見合わせていた子宮頸がん
ワクチン予防接種を今年度から再開します。
　今年度は下記のうち、中学１年生と高校１年生、およ
びキャッチアップ接種の対象者に予診票を送付します。
■対　象
【定期接種】小学６年生～高校１年生までの女子
【キャッチアップ接種】これまで接種機会を逃していた
　　　　　　　　平成９年度から17年度生まれの女子
※子宮頸がんワクチンの効果やリスクについての資料も同封し
　ますので、よく読んでご判断ください。

風しん抗体検査および予防接種

　これまで実施してきた風しん抗体検査および予防接種
が令和６年度まで延長になります。
　検査がまだの人には無料クーポン券を再送します。
■対　象　昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日までの
　　　　　間に生まれた男性
■費　用　無料（町交付のクーポン券が必要です）

■対　象
①今年度中に６５、７０、７５、８０、８５、９０、９５、１００歳
　になる人
　※過去に、同ワクチンの接種を受けたことがある
　　人は対象外です。対象と思われる人には個別
　　に通知しています。
②６０歳以上６５歳未満で、心臓、腎臓もしくは呼吸
　器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによる免
　疫機能に重度の障害を有する人
■費　用　4,000円
　※生活保護世帯は無料（要申請）
■期　間
　令和4年４月１日（金）～令和５年３月31日（金）
■接種場所
　北播磨圏域（三木市を除く）の協力医療機関
※詳しくはお問い合わせください。

高齢者肺炎球菌予防接種を
受けましょう

　冬は森林内に落ち葉が積もって燃えやすい状態になっ
ていることや、風が強いこと、空気が乾燥した状態にな
るといった自然条件が重なること、
また、春先は、行楽や山菜採りのた
めに山に入る人が増加するほか、農
作業に由来する枯草焼きなどが山林
に飛び火することも原因となってい
ます。

　全国で発生した林野火災のうち、原因が明らかなもの
について見てみると、「焼却火」が最も多く、次に「火入
れ」、「放火（疑い含む）」、「たばこ」となっています。
　林野火災の原因は、人間の不注意などによるものが大
半を占めています。その一方で、落雷など自然現象によ
るものは稀です。

山火事の約７割は冬から春に集中

人の不注意が火災につながる

・枯れ草などのある火災が起こりやすい場所では焼却を
　しない
・焼却など火気の使用中はその場を離れず、使用後は完
　全に消火する
・強風時および乾燥時には、焼却、火入れをしない
・火入れを行う場合は、必ず許可を受ける
・たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消
　して投げ捨てない

　森林は、地球温暖化のおもな原因である二酸化炭素を
吸収し、生命に必要な酸素を供給する貴重な資源であ
り、一度焼失してしまうとその回復には
長い年月と多くの労力が必要です。
　林野火災の大部分は、皆さん一人一人
の注意で防ぐことができます。
　貴重な人命や財産を火災から守るた
め、林野での火気の取り扱いには十分気
をつけましょう。

ここを注意しよう！

講習に第2・第4火曜日を追加しました！
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中児童館　☎/FAX（32）4328
みなみ児童館
　　　　　☎/FAX（35）1420

那珂ふれあい館
   ☎（32）0685
　FAX（30）2730

子育てふれあいセンター　☎（32）2816

ベルディーホール　☎（32）1300　FAX（32）4060
　　　　　※感染防止対策のため、中止となる場合があります。

「赤ちゃんひろば」
と　き：４月18日（月）午前10時～11時30分
ところ：子育てふれあいセンター
内　容：身体計測、スキンシップあそび、情報交換
※おひさまにこにこクリニックから、専門職の方が
　来られます。

日 時　間 内　容 参加費など

２日
（土）

３日
（日）

９日
（土）

10日
（日）

16日
（土）

17日
（日）

23日
（土）

24日
（日）

29日
（金・祝）
昭和の日

30日
（土）

参加費：200円

参加費：200円

参加費：300円

参加費：350円

参加費：500円
小学３年以下は保護者同伴

参加費：400円

参加費：600円

参加無料
多可ふれあいボランティアガイド

参加費：300円

参加費：500円
小学３年以下は保護者同伴

参加費：400円

3月13日の参加者対象

参加費：300円

参加費：1組150円

参加費：400円
②組立：4月30日（土）午前

参加費：300円

参加費：300円

参加費：500円

参加費：500円

４月23日の参加者対象

参加費：400円
②色付：５月29日（日）午後

マジカルストーン

　まがたまづくり

マジカルストーン

　まがたまづくり

杉原紙とラベンダーのコラボ
　香る和紙のメッセージカード
パワーストーンのキーホルダー
　まがたまキーホルダーづくり
消しゴムハンコで装飾
　オリジナルきんちゃく袋づくり

ビーズがキラキラ
　デコまがキーホルダーづくり

多可の伝統工芸 杉原紙でつくる
　和紙のランプシェード

多可町の歴史を体感
　東山古墳群めぐり
Power　Up‼
　BIGなまがたまづくり
多可の伝統工芸 杉原紙のもみ紙
でつくる
　がまぐち財布づくり
勾玉と鹿角の
  MAGICAL powerキーホルダーづくり

屋根よ～りた～か～い♪♪
　素焼きのこいのぼり②
腕に輝くマジカルストーン☆
　まがたまブレスレットづくり
考古学博士になれる！
　親子で発掘体験

杉原紙でつくる
　はりこのこいのぼりづくり①
小さなアクセサリー
　まがたまストラップづくり
小さなアクセサリー
　まがたまストラップづくり
勾玉をカラーリングでゴージャスに
　カラフルまがたまネックレスづくり
勾玉をカラーリングでゴージャスに
　カラフルまがたまネックレスづくり

杉原紙でつくる
　はりこのこいのぼりづくり②

七転び八起き！！
　素焼きのだるまづくり①

９：30～

13：30～

９：30～

13：30～

９：30～

13：30～

９：30～

10：00集合

13：30～

９：30～

13：30～

９：30～

12：30～

９：30～

13：30～

９：30～

13：30～

９：30～

13：30～

９：30～

13：30～

4 月のイベント

新しく
始まるよ！

新型コロナウイルス感染対策により、
中止になる場合があります。

■書道　（小学３年生以上）定員16人
　と　き　毎月土曜日２回　午後1時30分～３時
　ところ　中児童館

■かきかた　（小学生）定員30人
　と　き　毎月土曜日２回　午前９時～正午
　1部／午前9時～　2部／午前10時～　3部／午前11時～
　ところ　みなみ児童館　※3部に分かれて実施します。

■ずこう　（小学生）定員15人
　と　き　毎月土曜日１回　午後1時30分～３時
　ところ　八千代プラザ

４月10日（日）弓張美季ピアノリサイタル2022
４月17日（日）演劇セミナー発表公演
　　「レスキュー～ある消防団員の長い長い一日～」
５月 ８日（日）ベルディーシネマ「いのちの停車場」
６月19日（日）ワンコインライブ
　　　　　　「バイオリンとピアノの調べにのせて」
６月30日（木）ちびっこわくわくベルディー人形劇
　　　　　　「火よう日のごちそうはひきがえる」
※7月以降もさまざまな公演を企画中です！

２０２２年度自主公演　開催予定

ベルディーホール友の会新規会員募集
■年会費　　無料

入会申込書をベルディーホールへ提出してくだ
さい。用紙はベルディーホールにあるほか、
ホームページからもダウンロードできます。

「おでかけひろば」
と　き：４月１日（金）午前10時～11時30分
ところ：金刀比羅神社（鍛冶屋）
※町内の公園や施設で遊びましょう。職員が見守る
　中、安心して遊べます。お誕生日会もします。

「みんなのひろば」
と　き：４月28日（木）午前10時～11時30分
ところ：フロイデン八千代（俵田）　
内　容：春をさがそう！
※自然の中でダイナミックに遊んだり、季節のあそ
　びを楽しんだりしましょう！

４月から６月の予定をお知らせします。

1日
２日
4日
5日
7日
9日
11日
12日
14日
16日
18日
19日
21日

23日
25日
26日
28日
30日

金
土
月
火
木
土
月
火
木
土
月
火
木

土
月
火
木
土

施政方針／教育方針
あっ！たかニュース
SDGｓ説明会
子育て座談会～子育てするならダントツ多可町～
中町中学校卒業式
あっ！たかニュース
多可の逸品・たかおこし隊がいく！
加美中学校卒業式
八千代中学校卒業式
あっ！たかニュース
子ども芸能祭・多可高校フレンドシップコンサート
あっ！たかインフォ
多可の逸品／拝啓・今私こんなことしています／
たかおこし隊がいく！
あっ！たかニュース
２０２１地域づくり講演会
くらし多可まる子育て情報／八千代小卒業式
中町南小卒業式／中町北小卒業式
あっ！たかニュース

火曜日・木曜日の午後５時に番組切替
月曜日は再放送枠

テレビガイド４月
たかテレビ局☎（35）1001　

小学生向け（5月開始）申込開始：４月10日～
令和４年度児童館「書道」「かきかた」「ずこう」
参加者募集　※参加費　１回100円

児童館LINE公式アカウントできました

児童館からのお知らせ、教室・イベント情
報、緊急情報などをお届けします。

　令和４年度を迎え、自主公演開催予定もほぼ
出そろい、友の会の募集をしています。
　入会いただきますといろいろな特典があり、
会費無料で３年間有効です。ぜひご検討くださ
い。（詳しくは３月下旬新聞折込の募集チラシ
をご確認ください。）
　コロナ禍の中、抑制されたことによるストレ
スの開放も必要です。舞台を通した感動や笑い
が、心にできた空洞を埋めてくれることでしょ
う。新たな行動様式の中、安心してご来場いた
だけるよう対策をしてお迎えします。
　文化庁長官も言われるように「文化芸術活動
は不要不急ではなく、私たちが生きていき上で
必要不可欠なもの」なのです。まずは友の会入
会からご検討いただき、ベルディーホールと親
しいお付き合いをお願いいたします。
　　　文化会館運営評議員会　会長　徳平幸生

ベルディーホールのホームページを
リニューアルしました！

公演情報や施設の情報が
より見やすくなりました。

「うんどうひろば」（年８回程度・日曜日）
と　き：４月10日（日）午前10時～11時
ところ：加美プラザ　大ホール
内　容：トランポ・ロビックス
講　師：スポーツクラブ21まつい
※リトミック、親子ヨガ・体操、ハイキングなど身
　体をいっぱい動かしましょう。

「ベビーマッサージ」（毎月１回・火曜日）
と　き：４月12（火）午前10時～11時
ところ：子育てふれあいセンター
※ベビーマッサージをとおして、赤ちゃんとふれあ
　う時間を楽しみましょう。
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「第2次多可町総合計画後期基本
計画」についての答申

「第2次多可町総合計画」の中間年
度を迎えたため、多可町総合計画
審議会において協議を重ね、「第
２次多可町総合計画後期基本計画」
を取りまとめ、２月21日に答申
がありました。

「多可町部落差別解消基本計画・
実施計画」策定についての答申

部落差別のない社会を実現するた
めの指針として多可町部落差別解
消推進審議会に諮問されていた
「多可町部落差別の解消の推進に
関する基本計画・実施計画」につ
いては、昨年度よりの審議を経て、
２月24日に答申がありました。

多可町都市計画マスタープラン
（基本方針）策定についての答申

多可町では、「多可町都市計画マ
スタープラン（基本方針）の策
定」について、多可町都市計画審
議会へ諮問し、同審議会での審議
を重ねた結果、２月24日に、原
案を適当とする答申がありました。

　西脇多可行政事務組合とサントリーホールディ
ングス株式会社が、使用済みペットボトル事業に
関する協定を締結しました。
　西脇多可地域において、ペットボトルの水平リ
サイクルに取り組むことにより、住民のペットボ
トルの分別意識の向上を期待するとともに、循環
型社会の形成やSDGｓの推進を図ります。

3
3 多可町議会と子育てふれあいセンター座談会

多可町の子育てを盛り上げたい
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る
い
社
会
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

16
3 西脇多可行政事務組合＆サントリーグループ

ペットボトルリサイクルで連携

19
3

　『第1回タータンサミットin多可』が、多可町余暇村
公園を会場に開催されました。
　当日は、タータンで繋がった北海道余市町と神戸市
のタータン商品が展示されたほか、播州織関係者など
が出席したパネルディスカッションが行われ、今後の
活用方法などについて意見が交わされました。
　また、屋外スペース
ではスイーツや新鮮野
菜、播州織などのブー
スが並び、訪れた人た
ちが買い物やワークシ
ョップを楽しみました。

タータンサミットin多可

つながる・ひろがる・タータンの輪

兵
庫
県
自
治
賞

　山
田
正
壽
さ
ん（
東
安
田
）　

　　　

平
成
24
年
か
ら
長
き
に
わ
た
り
、

多
可
町
農
業
委
員
会
委
員
を
務
め
、

平
成
30
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
地

域
農
業
の
発
展
に
尽
力
す
る
な
ど
、

明
る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

　笹
倉
正
子
さ
ん（
中
村
町
）　

　　

多
可
町
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
、
ご
み
拾
い
活
動
な

ど
を
積
極
的
に
行
い
、
こ
こ
ろ
豊

か
な
美
し
い
兵
庫
の
実
現
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　す
ず
ら
ん

　
（
ボ
ラ
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）　

　　

介
護
者
の
心
身
の
負
担
軽
減
に

繋
が
る
活
動
や
、
障
が
い
者
支
援

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
取
り
組
み
、
こ
こ
ろ
豊

か
な
美
し
い
兵
庫
の
実
現
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　な
で
し
こ

（
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
配
食
す

る
弁
当
の
調
理
な
ど
、
こ
こ
ろ
豊

か
な
美
し
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　ビ
ッ
グ
ス
マ
イ
ル

（
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
配
食
す

る
弁
当
の
調
理
な
ど
、
こ
こ
ろ
豊

か
な
美
し
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　森
本
部
落　

　

一
般
県
道
山
南
多
可
線
の
路
側

花
壇
な
ど
の
花
卉
植
栽
管
理
を
行

う
な
ど
「
ひ
ょ
う
ご
ア
ド
プ
ト
」

活
動
に
取
り
組
み
、
心
豊
か
な
美

し
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

▲屋外でのマルシェの様子。 ▲タカタータングッズが作れる
　ワークショップも大人気！

▲ドーム型のテント「アウラドーム」
満天の星空を眺めながら、くつろぎ
の時間を楽しめる。

▶株式会社まちの駅・たかが建設
したタイニーハウス。
　多可町産ヒノキを使用し、テレ
ワークやワーケーションにも利用
できるレンタルスペースとして、今
後利用を開始する予定。

　多可町議会と子育てふれあいセンターに通うお母さ
んたちとの座談会が行われました。
　「余暇村公園をさらに良い公園に」「子育て世代が中
心になって多可町の魅力を伝え
たい」など、前向きでパワーあふ
れる提案が出され、議員も熱心
にメモを取り、活発な意見交換
が行われました。
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kouho_taka@town.taka.lg.jp
企画秘書課　広報担当

広
　
告

デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708

西脇多可休日急患センター
当直勤務

北播磨小児救急医療電話
相談センター■問合先　☎（23）5380

症状への対応方法などについての助言や
適切な受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00
　　　　（年末年始・祝日を除く）

☎0794（62）1371

兵庫県小児救急医療電話相談でも、
相談を受け付けています。☎♯8000番
※ダイヤル回線・IP電話は
　☎078（731）8899

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
•病状やけがの様子など、電話であらかじめご
　連絡ください。
•電話が混み合いご迷惑をおかけしますが、し
　ばらくしてからお掛け直しください。
•必ず健康保険証をお持ちください。

担当の先生
生野　哲雄 先生

林　　武志 先生

和田　良勝 先生

畑澤　幸雄 先生

と　き
４月３日（日）
４月10日（日）
４月17日（日）
４月24日（日）  

※西脇市多可郡医師会の先生が交代で、入院
　を必要としない内科系の軽症患者の診察を
　行います。

中区間子　
小林信敦さん・敦子さんご夫妻のお子さん

琉人さん（９歳）芽生さん（６歳）
福さん（１歳） （撮影はお母さん）

りゅうと

■
町
へ
の
寄
付
　
　
　
　
　
　

【
町
　
内
】

生
命
の
貯
蓄
体
操
加
美
教
室

み
ん
な
の

善
意

2
月
1
日
〜
28
日

お
く
や
み

2
月
1
日
〜
28
日
届
出
（
敬
称
略
）

  8096895491618682654086858386

集
落

間

子

坂

本

東
安
田

鍛
冶
屋

牧

野

茂

利

高

岸

的

場

豊

部

門

村

西

山

西

脇

柳
山
寺

中
野
間

　
本
人
　

杉
浦
信
義

服
部
ひ
さ
ゑ

宮
崎
一
成

有
田
ユ
メ
モ

足
立
陽
二

中
山
　
徹

西
田
賢
一

松
井
慶
治

梅
田
扶
美
子

杉
原
保
美

見
坂
美
智
子

足
立
光
野

高
原
　
勝

中
村
光
男

お
め
で
た

2
月
1
日
〜
28
日
届
出
（
敬
称
略
）

【
加
美
区
】

　
本
　
人

伊
藤
瑞
桔

長
谷
川
颯
亮

山
下
瑚
冬

集

落

門

前

森

本

牧

野

保
護
者

誠敬
樹

佑
太

【
中
区
】

み
ず
き

【
八
千
代
区
】

世
帯
主

本

人

敏

彦

本

人

彌
榮
子

本

人

本

人

本

人

本

人

功政

由

敏

和

直

樹

本

人

本

人

　今月号の表紙は、中町中学校１年生の近藤優斗さ
ん、長谷川琉羽さん、高田海央さん、高田空来さん
です。４人はソフトテニス部に所属し、3月５日に
行われた兵庫県中学生ソフトテニスのじぎくカップ
中央大会に出場しました。
　コロナ禍の中で十分に部活動ができない中、家族
が一丸となって自主練に励みつかんだ県大会出場。
撮影時のご家族の笑顔が忘れられません。
　４月。素晴らしい出会いと新生活が皆さんを待っ
ていますように。

　マイペースで抜けまくりですが、ふわっと人の
心に寄り添ってあったかい笑顔で和ませてくれる
琉人。
　しっかり者でよく気がつき、家ではおちゃらけ
大好きで笑わせてくれる芽生。
　上2人のすることを何でも真似して、周りの大
人がヒヤヒヤすることもにっこり笑顔でやってい

く小さい怪獣の福。
　人の心に寄り添いながら、自芽をまっすぐ伸
ばして、福いっぱいの人生になるよう３人仲良
く支え合いながらおっきくなっていってね。

【
中
　
区
】

ふく

まちの人口は、裏表紙に
移動しました。

そ
う
す
け

こ

と

読者プ ゼ ト
　タータンサミット開催を記念して、クイズ正解者
の中から抽選で３名様に、｢タカタータンベア」を
プレゼント！住所・氏名・連絡先・クイズの答えを
明記の上、メールまたはハガキでご応募ください。

Q.中町南小学校にある青い目の人形の名前は？
　　「○○○ちゃん」

応募締切　４月22日（金）必着
〒679-1192
　兵庫県多可郡多可町中区中村町123
　　　多可町役場　企画秘書課　宛
　kouho_taka@town.taka.lg.jp

■先月号の答えは『1520人」
　でした♪
　たくさんのご応募ありがとう
　ございました。

タータン
サミット

開催記念
！

今月の火曜延長・日曜開庁

■火曜延長窓口サービス
　　と　き　４月５日（火）・19日（火）
　　　　　　午後７時まで
　　ところ　多可町役場本庁舎
■日曜開庁サービス
　　と　き　４月10日（日）・24日（日）
　　　　　　午前８時30分～正午
　　ところ　多可町役場本庁舎

■住民課　☎（32）2383

福祉タクシー乗車券を交付します
■対　象　
①75歳以上の高齢者
②障がいのある人（身体障害者手帳１～３級、療育
　手帳（A・B（１）、精神障害者保健福祉手帳のいず
　れかを持つ人）
③介護保険法による要介護認定を受けている人
④運転経歴証明書の所持者（※65歳以上）

■助成内容　
　乗車券１枚につき500円を助成（年間24枚）
■利用者負担　1,000円
■必要書類　申請者の身分証明書
■交付場所　多可町役場福祉課、加美プラザ、
　　　　　　八千代プラザ
■使用期限　令和５年３月31日（金）

■問合先　　福祉課　☎（32）5120令和4年度

遠
藤
方
美
さ
ん（
熊
野
部
）

　
　
　
　
　
　

２
月
５
日
生

櫻
本
す
み
子
さ
ん（
上
三
原
）

　
　
　
　
　
　

２
月
13
日
生

岸
本
貞
子
さ
ん（
山
口
）

　
　
　
　
　
　

２
月
16
日
生

山
口
ふ
じ
子
さ
ん（
清
水
）

　
　
　
　
　
　

２
月
17
日
生

　　

満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

春
蘭
荘
休
館
の

お
知
ら
せ

　
　
　

令
和
４
年
３
月
3 1
日
を
も

っ
て
、
加
美
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー「
春
蘭
荘
」は
休
館
し
ま

し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
ご
愛
顧
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

■
問
合
先　

福
祉
課

　
　
　

☎（
3 2
）５
１
２
０

め  い

100
歳
お
祝
い



☎（32）12 5 0
☎（35）00 8 0
☎（37）02 5 0
☎（32）51 7 0
☎（32）13 0 0
☎（32）28 1 6

中 プ ラ ザ
加 美 プ ラ ザ
八 千 代 プ ラ ザ
多 可 町 図 書 館
ベルディーホール
子育てふれあいセンター

☎（32）47 7 7
☎（32）23 8 9
☎（32）51 2 0
☎（30）25 2 5
☎（30）25 2 5
☎（30）08 5 5
☎（32）28 1 5
☎（32）23 8 4
☎（32）23 9 5
☎（32）34 2 3
☎（32）23 8 5

生 活 安 全 課
会 計 課
福 祉 課
ふくし相談支援課
地域包括支援センター
建 設 課
上 下 水 道 課
教 育 総 務 課
学 校 教 育 課
青少年育成センター
こ ど も 未 来 課

☎（32）23 8 0
☎（32）47 7 5
☎（32）23 8 2
☎（32）23 8 1
☎（32）4771
☎（32）47 7 9
☎（32）23 8 8
☎（32）47 7 6
☎（32）23 8 6
☎（32）23 8 3

代 表
議 会 事 務 局
総 務 課
企 画 秘 書 課
財 政 課
商 工 観 光 課
産 業 振 興 課
定 住 推 進 課
税 務 課
住 民 課

代 表
生 涯 学 習 課
健康課（アスパルきっず）

☎（32）5151
☎（32）5122    
☎（32）5121

【本庁舎】 【アスパル】

【関係機関】

☎（32）06 8 5
☎（36）02 1 2
☎（35）00 2 9
☎（37）20１0
☎（32）13 8 9
☎（35）10 0 1
☎（36）00 8 0
☎（35）16 0 0
☎（32）43 2 8
☎（35）14 2 0

那珂ふれあい館
杉 原 谷 診 療 所
松 井 庄 診 療 所
八 千 代 診 療 所
中ふれあいセンター・隣保館
た か テ レ ビ 局
杉 原 紙 研 究 所
交 流 会 館
中 児 童 館
み な み 児 童 館

•多可町ホームページ
　https://www.town.taka.lg.jp/

広報で撮影した写真データ差し上げます！
ご希望の方はホームページのお問い合わせ
フォームからご連絡ください。

キ
ラ
リ
☆
輝
く

多
可
人
－Vol.195－

　

昭
和
60
年
、「
杉
原
紙
同
好
会
」

を
発
足
。
そ
れ
が
現
在
の「
杉
原

紙
振
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
前
身

と
な
り
ま
し
た
。

　

以
来
36
年
間
、
杉
原
紙
の
発

展
と
継
承
に
尽
力
し
、
令
和
３

年
度
に「
ふ
る
さ
と
文
化
賞
」を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
毎
日
の
こ
と
で
す
。
こ
の
日

常
的
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
を
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。」

　

寿
岳
文
庫
運
営
の
代
表
を
務

め
る
山
仲
進
さ
ん
が
目
を
細
め

て
話
し
ま
す
。

　
「
こ
の
賞
は
、
こ
れ
ま
で
の
先

輩
方
の
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た

業
績
が
あ
っ
て
こ
そ
。
こ
こ
か

ら
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
重

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

　

杉
原
紙
振
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
現
在
14
人
で「
寿
岳
文
庫
」

の
運
営
と
、「
紙
匠
庵
で
ん
で

ん
」の
作
品
製
作
、
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

寿
岳
文
庫
に
は
、
杉
原
紙
に

関
連
す
る
貴
重
な
資
料
や
一
点

物
の
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が

訪
れ
る
た
め
、
観
光
案
内
の
役

目
な
ど
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
紙
匠
庵
で
ん
で
ん
で
は
、

町
内
小
中
学
校
の
卒
業
式
で
使

用
す
る
杉
原
紙
の
コ
サ
ー
ジ
ュ

製
作
が
卒
業
シ
ー
ズ
ン
の
風
物

詩
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
ん
で
ん
の
代
表
を
務
め
る

丸
山
智
文
さ
ん
は
、
広
報
の
募

集
記
事
を
見
て
こ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
「
先
輩
方
の
手
元
を
見
な
が
ら

覚
え
て
作
品
を
製
作
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
方
の
ご
尽
力
が

あ
っ
て
の
受
賞
。
絶
や
さ
ず
に

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

最
近
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、

新
し
い
販
路
開
拓
を
考
え
た
り
、

常
に
変
化
し
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
話
し
て
い
ま
す
。」

　

杉
原
紙
の
魅
力
を
伝
え
、
後

世
に
継
承
す
る
。
先
人
へ
の
感

謝
を
ひ
と
と
き
も
忘
れ
ず
、
思

い
は
い
つ
も
次
代
へ
と
向
か
っ

て
い
ま
す
。

　
「
一
昨
年
、
杉
原
紙
の
復
興
か

ら
50
年
を
迎
え
、
今
年
は
４
月

18
日
に
杉
原
紙
研
究
所
の
開
所

50
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目

を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
、
さ

ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
い
。」

　

杉
原
紙
振
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
人
は

そ
の
扉
を
そ
っ
と
押
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

「ふるさと文化賞」受賞

杉原紙振興ボランティア

卒業式のコサージュを毎年制作
（写真左から２番目丸山智文さん）

展示物をひとつひとつ
説明する山仲 進さん 「ふるさと文化賞」

（公財）兵庫県芸術文化協会により昭和
57年から続く賞。地域において20年
以上にわたり、伝統文化や技術の継承
に貢献してきた個人、団体などに贈ら
れる。

杉原紙を愛し続けた36年
想いと歴史を後世へ繋ぐ

新メンバー大募集！
杉原紙研究所 ☎（36）0080へ

編
集・発

行
　
多
可
町
役
場

　
☎
0795（

32）2380（
代
）

　
〒
679-1192　

多
可
郡
多
可
町
中
区
中
村
町
123番

地
■
ま
ち
の
人
口
／
１９
,688人（

前
月
比
－２
7人
）

■
世
帯
数
／
７
,６
53世

帯
　
　
　
（
R4.3.1現

在
）　

広
報
た
か
　
N
o.198

２０２２
年
4月
号

だ
い
す
き！

taka


